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Talking with the Loa:








発 刊 の 辞
 このたび我が文化環境言語基礎論講座で、論集 とい うほ どのものではないに して
も、それぞれが論文 を書 くよすが ともなれば との想いで、小冊子 を出す ことにした。
出すからには名前がなければならない。皆で苦吟 したがなかなか決まらない。結果
DYNAMISと す るこ とになった。デ ュナミス とは、言 うところの 「潜勢」であ り、
zネ ルゲイアを生み出す底のものであ る。 これはただエネルゲイアに先立つ とい う
ものではない。それ はカである。既に してそ こには神気が動いている。た とえはじ
めは幽かな揺 らぎであっても、揺 曳す る神気がおのずか ら凝 り、や がては 「顕勢 」
となって奔出す るであろ う。少なくともその ような期待 を抱いて発刊の辞 としたい。
終わ りに、 ウェルギ リウスのひそみにな らって一言。




編 集 後 記
 なんだかんだ といいなが ら、実を言えば思いの外に 『デュナ ミス』の完成は早かっ
た。 これ はLATEXに よって組版 したが、専らこれに当たって くれ たのは、博士課程
の越智君である。労 を多 としたい。 この第1号 は講座の全員が執筆 した とい う点で
も、画期的なものであるといえる。なお英文のチ手ックに当たって下さったのは、今
年か ら助教授 として当講座にお迎え した レオ ン先生である。
 執筆 して下 さった湯浅先生は、企画の段階で当講座の助手であったが、今年か ら
姫路独協大学に講師と して御栄転になった。代わって当講座の助手 としてお迎 えし
たのが、李先生である。奇 しくもここで新 旧の助手が、共 同して執筆に参加 した こ
とになる。
 年 々歳 々花相似た り、歳々年々人同 じか らず とい うが、人が変わってもこの雑誌
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